＜アンケート調査票１　オーナー様の概要・ご意向について＞

＜アンケート調査票１　オーナー様の概要・ご意向について＞
１．貴社の概要をご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1-1　貴社本社所在地についてご回答ください。
	本社所在地
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都・道・府・県　　　　　　　　　　　　　　市・区・町・村


1-2　貴社の不動産業にかかる業種について、主とする業務に○をつけてください。複数ある場合は、売上高の多い業種をご回答ください。（１つだけ）
	1.　不動産賃貸業が主
	2.　不動産管理業が主
	3.　不動産取引業が主


1-3　貴社の資本金について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　1,000万円未満
	2.　1,000～5,000万円未満
	3.　5,000万～1億円未満

	4.　1～5億円未満
	5.　5～10億円未満
	6.　10～50億円未満

	7.　50～100億円未満
	8.　100億円以上
	


1-4　貴社の売上高について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　1,000万円未満
	2.　1,000～5,000万円未満
	3.　5,000万～1億円未満

	4.　1～5億円未満
	5.　5～10億円未満
	6.　10～50億円未満

	7.　50～100億円未満
	8.　100億円以上
	


1-5　貴社の従業者数について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　10人未満
	2.　10～20人未満
	3.　20～50人未満

	4.　50～100人未満
	5.　100～300人未満
	6.　300人以上


1-6　貴社の所有ビル数※１をご回答ください。
	　　　　　　　　　　　　　棟


※1　本調査の対象である延床面積10,000㎡以下のビルに関わらず、全ての所有ビルの棟数をご回答ください（多数の場合、概数で構いません）。ただし、自社専用ビルではない業務用テナントビルに限ります。
1-7　貴社の所有ビル※2の合計の延床面積について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　1,000㎡未満
	2.　1,000～5,000㎡
	3.　5,000～10,000㎡
	4.　10,000～30,000㎡

	5.　30,000～50,000㎡
	6.　50,000～100,000㎡
	7.　100,000㎡以上
	


※2　本調査の対象である延床面積10,000㎡以下のビルに関わらず、全ての所有ビルが対象です。ただし、自社専用ビルではない業務用テナントビルに限ります。
1-8　貴社はＩＳＯ14001※3を取得していますか。（１つだけ）
	1.　取得している
	2.　取得していない


※3　ＩＳＯ14001とは、ISO（国際標準化機構）が定めた国際規格であり、企業などの活動が環境に及ぼす影響を最小限にとどめることを目的に定められた、環境に関する国際的な標準規格のこと。
1-9　貴社は「省エネルギー法特定事業者※4」に該当しますか。（１つだけ）
	1.　該当している
	2.　該当していない
	3.　不明


※4　設置しているすべての工場・事業場の年間のエネルギー使用量の合計が1,500kl（原油換算）以上である事業者のこと。なお、工場・事業場とは、継続的かつ反復的に一定の事業活動を行うために設置している事業所を指す。
２．改修、更新の際に重視する取り組みをご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　
2-1　ビルの改修、更新の際に、特に優先的に取り組む内容についてご回答ください。（３つまで）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　セキュリティ 

	13.　省エネルギー化

	14.　防災対応
（耐震補強等）
	15.　バリアフリー化

	16.　その他
　　　（　　　　　　　　　　）


2-2　ビルの環境性能※5の向上に関心がありますか。（１つだけ）
※5　「環境性能」とは、一般的に、省エネや省資源・リサイクル性能といった環境負荷削減や、室内の快適性や景観への配慮といった環境品質・性能を意味します。建築・設備面における省エネ、省CO2対策（断熱材、遮光フィルム、高効率空調設備、高効率照明設備（LED等）、人感センサーの導入、緑化等）を「環境性能」を向上させる対策とします。
	1.　大いに
関心がある
	2.　やや
関心がある
	3.　どちらとも
言えない
	4.　あまり
関心はない
	5.　ほとんど
関心はない


2-3　貴社所有のビルは、環境性能の向上に取り組んでいますか。（１つだけ）
	1.　積極的に
取り組んでいる
	2.　やや
取り組んでいる
	3.　あまり
取り組んでいない
	4.　ほとんど
取り組んでいない


３．テナントが入居ビルを選定する際の条件についてご回答ください。　　　　　　　
3-1　テナントが入居ビルを選定する際に考慮すると想定される条件について、テナントがそれぞれをどの程度重視すると考えているかをご回答ください。（数字に○をつけてください）
	テナントがビルを選定する際に考慮すると想定される条件
	重視度

	
	重視
	やや重視
	どちらでも
ない
	あまり重視
していない
	全く重視
していない

	1.　立地（駅からのアクセス、主要顧客からのアクセス等）
	5
	4
	3
	2
	1

	2.　築年数
	5
	4
	3
	2
	1

	3.　耐震性能・BCP※6
	5
	4
	3
	2
	1

	4.　セキュリティ・防犯設備
	5
	4
	3
	2
	1

	5.　外観のデザイン
	5
	4
	3
	2
	1

	6.　平面プランの使いやすさ・
フレキシビリティ
	5
	4
	3
	2
	1

	7.　共用スペース・設備の充実
	5
	4
	3
	2
	1

	8.　室内空間の快適性
	5
	4
	3
	2
	1

	9.　省エネルギー性能
	5
	4
	3
	2
	1

	10.　緑化等の環境配慮
	5
	4
	3
	2
	1

	11.　ビルの環境認証
　　　（CASBEE, LEED※7等）
	5
	4
	3
	2
	1

	12.　賃料・共益費
	5
	4
	3
	2
	1

	13.　光熱費
	5
	4
	3
	2
	1

	14.　ビルの管理状況
	5
	4
	3
	2
	1

	15.　その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	5
	4
	3
	2
	1


※6　BCP（Business Continuity Plan、事業継続計画）：災害などが発生したときに重要業務を中断させず、あるいは万一事業活動が中断した場合でも、目標復旧時間内に重要な機能を再開させ、業務中断に伴うリスクを最低限にするために、平時から事業継続について準備しておく計画。
※7　CASBEE：日本で開発された建築環境総合性能評価システム。省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の使用といった環境配慮はもとより、室内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質を総合的に評価するシステム。
LEED：非営利団体の米国グリーンビルディング協会（USGBC）が開発・運用している、環境に配慮した建物に与えられる認証システム。
～調査票１の設問は以上です。続いて調査票２にご協力ください。～
＜アンケート調査票２　ビルの取り組みについて＞
調査票２－１　延床面積2,000㎡未満の貴社が所有する代表的なビル①についてご回答ください。
	調査票２では、貴社所有ビルごとに、ビル概要や省エネ・省CO2の取組実態をご回答ください。
＜対象とするビルについて＞
· 自社専用ビルではない業務用テナントビルで、延床面積10,000㎡以下のビルが調査の対象となります。
· 延床面積　①2,000㎡未満、②2,000～5,000㎡未満、③5,000～10,000㎡以下の3区分について、それぞれ１棟以上、代表的なビルについてご回答ください。いずれかの区分において1棟以上のビルを持たない場合は、その区分のビルについては、ご回答いただかなくて結構です。
なお、調査票は、①～③の3棟分を用意しています。不足する場合は、様式をコピーしてください。


【延床面積2,000㎡未満の貴社が所有する代表的なビル①についてご回答ください】
１．貴社所有ビル①の概要についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ビル①所在地
	
都・道・府・県
	
市・区・町・村

	階数
	地上　　　　　階、　地下　　　　階

	延床面積
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡
	貸室面積
（専用部のみ）
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡

	竣工年月
	西暦　　　　　　　　年　　　月
	テナント数
	　　　　　　　　　　　　テナント

	用途
	1.　事務所専用ビル
	2.　店舗兼用ビル
	3.　その他複合ビル

	主な構造
	1.　SRC造
	2.　RC造
	3.　S造

	事務所占有率
	1.　25％未満
	2.　25～50％未満
	3.　50～75％未満

	
	4.　75～100％未満
	5.　100％
	

	空調方式
	1.　個別分散空調方式
	2.　セントラル空調方式
	3.　２つの方式を併用

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

	熱源
	1.　電気
	2.　ガス
	3.　地域冷暖房
	4.　その他（　　　　　　　　　　 ）

	ビル管理者
	1.　常駐
	2.　巡回
	3.　不在

	テナント営業時間（平均的なテナントを回答）
	1.　20時間以上
	2.　16～20時間
	3.　12～16時間

	
	4.　8～12時間
	5.　8時間未満
	

	テナントからの主な
専有部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	テナントからの主な
共用部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．長期修繕計画についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2-1　貴社所有ビル①では、現在、長期修繕計画を作成していますか。
	1.　作成している
	2.　作成していない



2-2　大規模修繕更新時期はいつ頃ですか。当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　2年以上前に済
	2.　1～2年前に済
	3.　過去1年以内に済
	4.　1年以内

	5.　1～3年以内
	6.　3～10年以内
	7.　10年後以降
	8.　不明



2-2-1　「2-2」にて「3.　過去1年以内に済」と「4.　1年以内」と回答した方にお尋ねします。
（それ以外の方は「３．」へお進みください。）
実施した、あるいは予定する大規模修繕更新の内容をご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　セキュリティ 

	13.　省エネルギー化

	14.　防災対応
（耐震補強等）
	15.　バリアフリー化

	16.　その他
　　　（　　　　　　　　　　）


３．所有ビル①の省エネ・省CO2の取り組みについてご回答ください。　　　　　　
3-1　貴社所有ビル①において、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新に取り組んでいる実績はありますか。（１つだけ）
	1.　既に取り組んでいる
	2.　今後取り組む可能性は高い
	3.　今後取り組む可能性は低い



　　　　設問3-2-1へ　　　　　　　　　設問3-3-1（P7）へ　　　　　　　　　　　　設問3-4-1（P7）へ

3-2-1　「3-1」にて「1.　既に取り組んでいる」とご回答の方にお尋ねします。
省エネルギー、省CO2の効果を期待して取り組んでいる設備機器等の改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　 ）


3-2-2　特徴的な取り組みを実施している場合、ご回答ください。
	


3-2-3　ビルの省エネ、省CO2に取り組んだ動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシング※8に有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※8　新しいテナントを探して、誘致すること。
3-2-4　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、光熱費への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　大幅に削減
	2.　やや削減
	3.　ほとんど削減されなかった
	4.　不明


3-2-5　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、賃料への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　賃料増に影響した　（コスト転嫁できた）
	2.　賃料増にやや影響した

	3.　どちらとも言えない
	4.　影響はない


3-2-6　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新は、テナントの入居に影響を与えていますか。（１つだけ）
	1.　テナント入居の際の強みになっている
	2.　テナント入居の際にやや強みになっている

	3.　テナント入居の際にあまり影響はない
	4.　テナント入居の際にほとんど影響はない



3-2-6-1　「3-2-6」にて「1.　テナント入居の際の強みになっている」、「2.　テナント入居の際にやや強みになっている」とご回答の方におたずねします。（それ以外の方は「3-2-7」へ）
　　　　　　環境性能の高さがテナントリーシングにつながった実例について、その内容（入居テナントのニーズや入居動機）をご回答ください。
	入居テナントの
ニーズ・入居動機
	


3-2-7　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだ際の課題についてご回答ください。
	


3-2-8　大規模修繕・更新時の設備機器等の改修、更新時の資金調達方法についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　自己資金
	2.　銀行等からの借入
	3.　リース

	4.　株式・社債発行
	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-2-9　省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新にかかるコスト増分の資金調達の課題について、ご回答ください。（いくつでも）
	1.　投資回収が長期にわたり借入が困難である
	2.　担保価値の向上に寄与しない

	3.　金利優遇措置がない
	4.　増資が困難である

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-3-1　「3-1」にて「2.　今後取り組む可能性は高い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、所有ビル①について、今後取り組む可能性が高い改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　）


3-3-2　ビルの省エネ、省CO2に今後、取り組もうとする動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシングに有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-4-1　「3-1」にて「3.　今後取り組む可能性は低い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、今後取り組む可能性は低いとした理由をご回答ください。（いくつでも）
	1.　光熱費はテナント支払のため、オーナーの経費節減にはつながらない
	2.　テナントの光熱費の低減効果は低い


	3.　高コストである
	4.　資金調達が困難である

	5.　賃料増につながらない
	6.　テナントリーシングへの影響は低い

	7.　他の修繕・更新設備と比べ優先度が低い
	8.　省エネ・省ＣＯ2にかかる知識がない

	9.　大規模修繕時にしか取り組む余裕はない
	10.　長期修繕計画がない

	11.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-5　今後、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新を検討するに際して、どのような環境が整えば、その動機は最も高まりますか。（いくつでも）
	1.　光熱費の「見える化」がすすむ

	2.　設備機器等の性能が向上し、光熱費の削減効果が高まる

	3.　省エネ、省CO2に配慮した設備機器等のコストが低くなる

	4.　ビルの省エネ・省CO2等の環境性能が評価される（ラベリング制度等の普及）

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-6　専用部のエネルギー使用量をテナントに開示（見える化）していますか。（それぞれ１つだけ）
	電力使用量
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない

	空調ｴﾈﾙｷﾞｰ使用料
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない



3-6-1　「3-6」にて「1.　開示している」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
テナントごとのエネルギー消費量の算出方法をご回答ください。（複数回答可）
	電力使用量（電灯・コンセント等）
	空調エネルギー使用量

	1.　子メーターによるテナントごとに計測

	1.　子メーターまたは、カロリーメーターにより
テナントごとに計測

	2.　按分計算による（定額方式または、賃料・
共益費込のため）
	2.　セントラル方式のため按分計算




3-6-1-1　「3-6-1」にて「2.　セントラル方式のため按分計算」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
一般財団法人省エネルギーセンターによる「空調エネルギー推計ツール」を使用していますか。（１つだけ）
	1.　使用している
	2.　使用していない


3-7　専用部のエネルギー使用量（電力等）の開示（見える化）について、テナントから要望はありますか。（１つだけ）
	1.　ある（多くのテナントから）
	2.　ある（一部のテナントから）
	3.　ない
	4.　わからない


～　所有ビル①はここまでです。　続いて所有ビル②についてご回答ください。　～
＜アンケート調査票２　ビルの取り組みについて＞
調査票２－２　延床面積2,000～5,000㎡の貴社が所有する代表的なビル②についてご回答ください
	調査票２では、貴社所有ビルごとに、ビル概要や省エネ・省CO2の取組実態をご回答ください。
＜対象とするビルについて＞
· 自社専用ビルではない業務用テナントビルで、延床面積10,000㎡以下のビルが調査の対象となります。
· 延床面積　①2,000㎡未満、②2,000～5,000㎡未満、③5,000～10,000㎡以下の3区分について、それぞれ１棟以上、代表的なビルについてご回答ください。いずれかの区分において1棟以上のビルを持たない場合は、その区分のビルについては、ご回答いただかなくて結構です。
なお、調査票は、①～③の3棟分を用意しています。不足する場合は、様式をコピーしてください。


【延床面積2,000～5,000㎡の貴社が所有する代表的なビル②についてご回答ください】
１．貴社所有ビル②の概要についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ビル②所在地
	
都・道・府・県
	
市・区・町・村

	階数
	地上　　　　　階、　地下　　　　階

	延床面積
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡
	貸室面積
（専用部のみ）
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡

	竣工年月
	西暦　　　　　　　　年　　　月
	テナント数
	　　　　　　　　　　　　テナント

	用途
	1.　事務所専用ビル
	2.　店舗兼用ビル
	3.　その他複合ビル

	主な構造
	1.　SRC造
	2.　RC造
	3.　S造

	事務所占有率
	1.　25％未満
	2.　25～50％未満
	3.　50～75％未満

	
	4.　75～100％未満
	5.　100％
	

	空調方式
	1.　個別分散空調方式
	2.　セントラル空調方式
	3.　２つの方式を併用

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

	熱源
	1.　電気
	2.　ガス
	3.　地域冷暖房
	4.　その他（　　　　　　　　　　 ）

	ビル管理者
	1.　常駐
	2.　巡回
	3.　不在

	テナント営業時間（平均的なテナントを回答）
	1.　20時間以上
	2.　16～20時間
	3.　12～16時間

	
	4.　8～12時間
	5.　8時間未満
	

	テナントからの主な
専有部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	テナントからの主な
共用部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．長期修繕計画についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2-1　貴社所有ビル②では、現在、長期修繕計画を作成していますか。
	1.　作成している
	2.　作成していない



2-2　大規模修繕更新時期はいつ頃ですか。当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　2年以上前に済
	2.　1～2年前に済
	3.　過去1年以内に済
	4.　1年以内

	5.　1～3年以内
	6.　3～10年以内
	7.　10年後以降
	8.　不明



2-2-1　「2-2」にて「3.　過去1年以内に済」と「4.　1年以内」と回答した方にお尋ねします。
（それ以外の方は「３．」へお進みください。）
実施した、あるいは予定する大規模修繕更新の内容をご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　セキュリティ 

	13.　省エネルギー化

	14.　防災対応
（耐震補強等）
	15.　バリアフリー化

	16.　その他
　　　（　　　　　　　　　　）


３．所有ビル②の省エネ・省CO2の取り組みについてご回答ください。　　　　　　
3-1　貴社所有ビル②において、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新に取り組んでいる実績はありますか。（１つだけ）
	1.　既に取り組んでいる
	2.　今後取り組む可能性は高い
	3.　今後取り組む可能性は低い



　　　　設問3-2-1へ　　　　　　　　　設問3-3-1（P12）へ　　　　　　　　　　　設問3-4-1（P12）へ

3-2-1　「3-1」にて「1.　既に取り組んでいる」とご回答の方にお尋ねします。
省エネルギー、省CO2の効果を期待して取り組んでいる設備機器等の改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　 ）


3-2-2　特徴的な取り組みを実施している場合、ご回答ください。
	


3-2-3　ビルの省エネ、省CO2に取り組んだ動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシング※8に有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※8　新しいテナントを探して、誘致すること。
3-2-4　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、光熱費への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　大幅に削減
	2.　やや削減
	3.　ほとんど削減されなかった
	4.　不明


3-2-5　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、賃料への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　賃料増に影響した　（コスト転嫁できた）
	2.　賃料増にやや影響した

	3.　どちらとも言えない
	4.　影響はない


3-2-6　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新は、テナントの入居に影響を与えていますか。（１つだけ）
	1.　テナント入居の際の強みになっている
	2.　テナント入居の際にやや強みになっている

	3.　テナント入居の際にあまり影響はない
	4.　テナント入居の際にほとんど影響はない



3-2-6-1　「3-2-6」にて「1.　テナント入居の際の強みになっている」、「2.　テナント入居の際にやや強みになっている」とご回答の方におたずねします。（それ以外の方は「3-2-7」へ）
　　　　　　環境性能の高さがテナントリーシングにつながった実例について、その内容（入居テナントのニーズや入居動機）をご回答ください。
	入居テナントの
ニーズ・入居動機
	


3-2-7　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだ際の課題についてご回答ください。
	


3-2-8　大規模修繕・更新時の設備機器等の改修、更新時の資金調達方法についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　自己資金
	2.　銀行等からの借入
	3.　リース

	4.　株式・社債発行
	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-2-9　省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新にかかるコスト増分の資金調達の課題について、ご回答ください。（いくつでも）
	1.　投資回収が長期にわたり借入が困難である
	2.　担保価値の向上に寄与しない

	3.　金利優遇措置がない
	4.　増資が困難である

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-3-1　「3-1」にて「2.　今後取り組む可能性は高い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、所有ビル②について、今後取り組む可能性が高い改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　）


3-3-2　ビルの省エネ、省CO2に今後、取り組もうとする動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシングに有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-4-1　「3-1」にて「3.　今後取り組む可能性は低い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、今後取り組む可能性は低いとした理由をご回答ください。（いくつでも）
	1.　光熱費はテナント支払のため、オーナーの経費節減にはつながらない
	2.　テナントの光熱費の低減効果は低い


	3.　高コストである
	4.　資金調達が困難である

	5.　賃料増につながらない
	6.　テナントリーシングへの影響は低い

	7.　他の修繕・更新設備と比べ優先度が低い
	8.　省エネ・省ＣＯ2にかかる知識がない

	9.　大規模修繕時にしか取り組む余裕はない
	10.　長期修繕計画がない

	11.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-5　今後、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新を検討するに際して、どのような環境が整えば、その動機は最も高まりますか。（いくつでも）
	1.　光熱費の「見える化」がすすむ

	2.　設備機器等の性能が向上し、光熱費の削減効果が高まる

	3.　省エネ、省CO2に配慮した設備機器等のコストが低くなる

	4.　ビルの省エネ・省CO2等の環境性能が評価される（ラベリング制度等の普及）

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-6　専用部のエネルギー使用量をテナントに開示（見える化）していますか。（それぞれ１つだけ）
	電力使用量
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない

	空調ｴﾈﾙｷﾞｰ使用料
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない



3-6-1　「3-6」にて「1.　開示している」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
テナントごとのエネルギー消費量の算出方法をご回答ください。（複数回答可）
	電力使用量（電灯・コンセント等）
	空調エネルギー使用量

	1.　子メーターによるテナントごとに計測

	1.　子メーターまたは、カロリーメーターにより
テナントごとに計測

	2.　按分計算による（定額方式または、賃料・
共益費込のため）
	2.　セントラル方式のため按分計算




3-6-1-1　「3-6-1」にて「2.　セントラル方式のため按分計算」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
一般財団法人省エネルギーセンターによる「空調エネルギー推計ツール」を使用していますか。（１つだけ）
	1.　使用している
	2.　使用していない


3-7　専用部のエネルギー使用量（電力等）の開示（見える化）について、テナントから要望はありますか。（１つだけ）
	1.　ある（多くのテナントから）
	2.　ある（一部のテナントから）
	3.　ない
	4.　わからない


～　所有ビル②はここまでです。　続いて所有ビル③についてご回答ください。　～
＜アンケート調査票２　ビルの取り組みについて＞
調査票２－３　延床面積5,000～10,000㎡の貴社が所有する代表的なビル③についてご回答ください
	調査票２では、貴社所有ビルごとに、ビル概要や省エネ・省CO2の取組実態をご回答ください。
＜対象とするビルについて＞
· 自社専用ビルではない業務用テナントビルで、延床面積10,000㎡以下のビルが調査の対象となります。
· 延床面積　①2,000㎡未満、②2,000～5,000㎡未満、③5,000～10,000㎡以下の3区分について、それぞれ１棟以上、代表的なビルについてご回答ください。いずれかの区分において1棟以上のビルを持たない場合は、その区分のビルについては、ご回答いただかなくて結構です。
なお、調査票は、①～③の3棟分を用意しています。不足する場合は、様式をコピーしてください。


【延床面積5,000～10,000㎡の貴社が所有する代表的なビル③についてご回答ください】
１．貴社所有ビル③の概要についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ビル③所在地
	
都・道・府・県
	
市・区・町・村

	階数
	地上　　　　　階、　地下　　　　階

	延床面積
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡
	貸室面積
（専用部のみ）
	約　　　　　　　　　　　　　　㎡

	竣工年月
	西暦　　　　　　　　年　　　月
	テナント数
	　　　　　　　　　　　　テナント

	用途
	1.　事務所専用ビル
	2.　店舗兼用ビル
	3.　その他複合ビル

	主な構造
	1.　SRC造
	2.　RC造
	3.　S造

	事務所占有率
	1.　25％未満
	2.　25～50％未満
	3.　50～75％未満

	
	4.　75～100％未満
	5.　100％
	

	空調方式
	1.　個別分散空調方式
	2.　セントラル空調方式
	3.　２つの方式を併用

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

	熱源
	1.　電気
	2.　ガス
	3.　地域冷暖房
	4.　その他（　　　　　　　　　　 ）

	ビル管理者
	1.　常駐
	2.　巡回
	3.　不在

	テナント営業時間（平均的なテナントを回答）
	1.　20時間以上
	2.　16～20時間
	3.　12～16時間

	
	4.　8～12時間
	5.　8時間未満
	

	テナントからの主な
専有部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	テナントからの主な
共用部電気料金の徴収方法
	1.　従量
	2.　共益費の一部
	3.　賃料の一部

	
	4.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．長期修繕計画についてご回答ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2-1　貴社所有ビル③では、現在、長期修繕計画を作成していますか。
	1.　作成している
	2.　作成していない



2-2　大規模修繕更新時期はいつ頃ですか。当てはまる番号に○をつけてください。（１つだけ）
	1.　2年以上前に済
	2.　1～2年前に済
	3.　過去1年以内に済
	4.　1年以内

	5.　1～3年以内
	6.　3～10年以内
	7.　10年後以降
	8.　不明



2-2-1　「2-2」にて「3.　過去1年以内に済」と「4.　1年以内」と回答した方にお尋ねします。
（それ以外の方は「３．」へお進みください。）
実施した、あるいは予定する大規模修繕更新の内容をご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　セキュリティ 

	13.　省エネルギー化

	14.　防災対応
（耐震補強等）
	15.　バリアフリー化

	16.　その他
　　　（　　　　　　　　　　）


３．所有ビル③の省エネ・省CO2の取り組みについてご回答ください。　　　　　　
3-1　貴社所有ビル③において、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新に取り組んでいる実績はありますか。（１つだけ）
	1.　既に取り組んでいる
	2.　今後取り組む可能性は高い
	3.　今後取り組む可能性は低い



　　　　設問3-2-1へ　　　　　　　　　設問3-3-1（P17）へ　　　　　　　　　　　設問3-4-1（P17）へ

3-2-1　「3-1」にて「1.　既に取り組んでいる」とご回答の方にお尋ねします。
省エネルギー、省CO2の効果を期待して取り組んでいる設備機器等の改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　 ）


3-2-2　特徴的な取り組みを実施している場合、ご回答ください。
	


3-2-3　ビルの省エネ、省CO2に取り組んだ動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシング※8に有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※8　新しいテナントを探して、誘致すること。
3-2-4　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、光熱費への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　大幅に削減
	2.　やや削減
	3.　ほとんど削減されなかった
	4.　不明


3-2-5　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだことにより、賃料への影響はありますか。（１つだけ）
	1.　賃料増に影響した　（コスト転嫁できた）
	2.　賃料増にやや影響した

	3.　どちらとも言えない
	4.　影響はない


3-2-6　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新は、テナントの入居に影響を与えていますか。（１つだけ）
	1.　テナント入居の際の強みになっている
	2.　テナント入居の際にやや強みになっている

	3.　テナント入居の際にあまり影響はない
	4.　テナント入居の際にほとんど影響はない



3-2-6-1　「3-2-6」にて「1.　テナント入居の際の強みになっている」、「2.　テナント入居の際にやや強みになっている」とご回答の方におたずねします。（それ以外の方は「3-2-7」へ）
　　　　　　環境性能の高さがテナントリーシングにつながった実例について、その内容（入居テナントのニーズや入居動機）をご回答ください。
	入居テナントの
ニーズ・入居動機
	


3-2-7　省エネルギー、省CO2の効果を期待した設備機器等の改修、更新に取り組んだ際の課題についてご回答ください。
	


3-2-8　大規模修繕・更新時の設備機器等の改修、更新時の資金調達方法についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　自己資金
	2.　銀行等からの借入
	3.　リース

	4.　株式・社債発行
	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-2-9　省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新にかかるコスト増分の資金調達の課題について、ご回答ください。（いくつでも）
	1.　投資回収が長期にわたり借入が困難である
	2.　担保価値の向上に寄与しない

	3.　金利優遇措置がない
	4.　増資が困難である

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-3-1　「3-1」にて「2.　今後取り組む可能性は高い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、所有ビル③について、今後取り組む可能性が高い改修、更新についてご回答ください。（いくつでも）
	1.　熱源・搬送設備
	2.　空調・換気設備
	3.　給排水設備
	4.　受変電設備

	5.　照明設備
	6.　昇降機設備
	7.　外壁、開口部
	8.　内装

	9.　屋上緑化
	10.　再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
	11.　廃棄物処理設備
	12.　その他（　　　　　）


3-3-2　ビルの省エネ、省CO2に今後、取り組もうとする動機をご回答ください。（いくつでも）
	1.　オーナーとして光熱費の低減が図られる
	2.　テナントの光熱費の低減が図られる

	3.　賃料増が期待できる
	4.　テナントリーシングに有利

	5.　テナントから要望があった
	6.　国等の補助金があった

	7.　企業の社会的責任
	8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-4-1　「3-1」にて「3.　今後取り組む可能性は低い」とご回答の方にお尋ねします。
省エネ・省CO2に配慮した設備機器等の改修、更新について、今後取り組む可能性は低いとした理由をご回答ください。（いくつでも）
	1.　光熱費はテナント支払のため、オーナーの経費節減にはつながらない
	2.　テナントの光熱費の低減効果は低い


	3.　高コストである
	4.　資金調達が困難である

	5.　賃料増につながらない
	6.　テナントリーシングへの影響は低い

	7.　他の修繕・更新設備と比べ優先度が低い
	8.　省エネ・省ＣＯ2にかかる知識がない

	9.　大規模修繕時にしか取り組む余裕はない
	10.　長期修繕計画がない

	11.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「3-5」へお進みください
3-5　今後、省エネルギー、省CO2の効果を期待して設備機器等の改修、更新を検討するに際して、どのような環境が整えば、その動機は最も高まりますか。（いくつでも）
	1.　光熱費の「見える化」がすすむ

	2.　設備機器等の性能が向上し、光熱費の削減効果が高まる

	3.　省エネ、省CO2に配慮した設備機器等のコストが低くなる

	4.　ビルの省エネ・省CO2等の環境性能が評価される（ラベリング制度等の普及）

	5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


3-6　専用部のエネルギー使用量をテナントに開示（見える化）していますか。（それぞれ１つだけ）
	電力使用量
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない

	空調ｴﾈﾙｷﾞｰ使用料
	1.　開示している
	2.　今後、開示する予定である
	3.　開示する予定はない



3-6-1　「3-6」にて「1.　開示している」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
テナントごとのエネルギー消費量の算出方法をご回答ください。（複数回答可）
	電力使用量（電灯・コンセント等）
	空調エネルギー使用量

	1.　子メーターによるテナントごとに計測

	1.　子メーターまたは、カロリーメーターにより
テナントごとに計測

	2.　按分計算による（定額方式または、賃料・
共益費込のため）
	2.　セントラル方式のため按分計算




3-6-1-1　「3-6-1」にて「2.　セントラル方式のため按分計算」とご回答の方にお尋ねします。（それ以外の方は「3-7」へ）
一般財団法人省エネルギーセンターによる「空調エネルギー推計ツール」を使用していますか。（１つだけ）
	1.　使用している
	2.　使用していない


3-7　専用部のエネルギー使用量（電力等）の開示（見える化）について、テナントから要望はありますか。（１つだけ）
	1.　ある（多くのテナントから）
	2.　ある（一部のテナントから）
	3.　ない
	4.　わからない


～　アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。　～
1

